
支えあいの地域づくり(地域支えあい協議体）

＜1965年＞
「胴上げ型」

65歳以上1人に対して、
20～64歳は9.1人

＜2012年＞
「騎馬戦型」

65歳以上1人に対して、
20～64歳は2.4人

＜2050年＞
「肩車型」

65歳以上1人に対して、
20～64歳は1.2人

（推計）

少子高齢化を止めること

は難しいけれど

高齢者が元気で生き生きと
暮らすことで、支えられる側

から支える側に・・

協議体の話し合いから

生活支援の受け皿

安心して暮らせる地域

高齢者の社会参加

元気で生き生き暮らす高齢者が増える

住民主体の支援

見守り・安否確認

外出支援

生活支援
（買物・調理・そうじ・草取り・・・）

高齢者以外の支援

現役時代の経験を

活かした活動

新たなチャレンジ

仕事 趣味活動

健康づくり

ボランティア活動

地域にある様々な組織、団体の連携（ネットワークづくり）

学校
農協 警察・駐在所 自治会

地域のお店

商工会

介護事業所
サロン NPO

愛育会 老人クラブ

郵便局

地域支えあい協議体が必要な背景

支え合いの

地域づくり

力を合わせることで、地域づくりがパワーアップ！


